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九州の近代化産業遺産を活用した 

アクティブラーニング型技術哲学の構築 

－ 技術史および技術者倫理への展開を目指して － 

 
 

藤木 篤，永吉 守※1 

 
 

Constructing Active-Learning-Based Philosophy of Technology through the 

Investigation of Local Heritage of Industrial Modernization in Kyushu 

－ Aiming for Expansion into the History of Technology and Engineering Ethics － 
 
 

Atsushi FUJIKI, Mamoru NAGAYOSHI※1 
 
 

This article describes an innovatory pedagogical method of philosophy of technology optimized for 
engineering students. Engineering ethics based on the knowledge of history of technology have been required as one 
of the graduate attribute and professional competencies in recent years. Responding to this request, we decided to 
introduce the active learning environment into the class of philosophy of technology with the aim of acquiring the 
knowledge and various skills related to both engineering ethics and history of technology. In order to constructing 
active-learning-based philosophy of technology, authors focus on the active use of local heritage of industrial 
modernization scattered throughout Kyushu Island, because National Institute of Technology, Kurume College is 
conveniently located for exploring these heritages. Authors give a lecture on philosophy of technology and 
socio-cultural characteristics of Chikugo district in the first few classes. After that, students divided into small groups 
set their own theme pertinent to these heritages and agenda for the presentation. In the last few classes, we think 
through the relationship between technology and ethics based on past inquiry in group discussion. Feedbacks partly 
show that students acquired not only basic knowledge of philosophy of technology lead to engineering ethics and 
the history of technology but also peripheral skills for presentation and love of their hometown as a result of this 
approach.  
 
 

 1．緒言 

 

 近年、技術者倫理の重要性が盛んに喧伝される

ようになった。たとえば、IEA(International 

Engineering Alliance)は「卒業生としての知識・
能力と専門職としての知識・能力」(Graduate 
Attribute and Professional Competencies, 
GA&PC)の中に、倫理を含めている。また工学教
育改革のための仕組みであるCDIOイニシアチブ

研究論文 
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は、卒業までに習得すべき内容をCDIOシラバス
として例示しているが、その中で若手技術者は倫

理や公平性、他の責任について精通する必要があ

ると述べている。 
 加えて，少なくとも国内の技術者教育において，

技術史の理解も求められるようになってきている．

たとえば，モデルコアカリキュラム(以下 MCC)
において，「技術者が分野共通で備えるべき基礎的

能力」のひとつとして「技術者倫理および技術史」

が明記されている 1)．日本技術者教育認定機構

(Japan Accreditation Board for Engineering 
Education, JABEE)がプログラムを認定する際
の基準として，「技術が社会および自然に及ぼす影

響・効果，および技術者が社会に対して負ってい

る責任に関する理解」を挙げ，「この項目は，技術

者倫理，すなわち，技術と自然や社会などとの係

わり合いと技術者の社会的な責任の理解を示して

いる．技術史についての理解を含めるのもよい」

との解説を付している 2)． 
 このように，技術や倫理に関する見方を広げる

ためには，その基本にまで遡って考え直す必要が

ある．つまりそれらについての「哲学的」考察が

必要となる 3)．こうした要請に応えうる分野，す

なわち技術を哲学的考察の対象に据える分野とし

て，技術哲学が存在する． 
 しかしながら，技術哲学は長らく哲学者の関心

を引いてこなかったがゆえに，技術哲学教育のた

めの手法や体制が未だほとんど整備されていない

という困難を抱えている．アメリカから導入され

て以来，十数年の間に 100前後の教科書が出版さ
れた技術者倫理とは対照的に 4) 5) 注1)，日本語の技

術哲学の教科書が出版されたのは，2009年になっ
てからである 6)．しかし，同教科書は人文社会系

の学生を想定した内容になっており，読解には哲

学・倫理学に関する相応の予備知識が必要とされ

る．また人文社会系においては，テキストの精読

という授業形態が現在も一般的かつ支配的である

が，背景を異にする高等専門学校をはじめとした

技術者教育機関において，同じ手法を安直に適用

することは得策ではなかろう．したがって，理工

系学生のために最適化された技術哲学およびその

教育手法を，新たに構築する必要がある． 
 こうした問題意識をもとに，筆者らが最初に立

てた方針は，地域の近代化産業遺産の活用によっ

て技術哲学をアクティブラーニング化することで

あった．それによって，技術哲学を中心にした技

術史および技術者倫理に関する包括的・総合的な

知識の獲得に加え，学習意欲の維持向上，グルー

プワーク・プレゼンテーションスキルの獲得，愛

郷心・愛校心を下敷きにした能動的学習態度の涵

養を目指したのである．本稿は，平成 27 年度後
期に 4・5 年選択科目として開講された「技術哲
学」において，筆者らが試行した先進的・実践的

取り組みについて報告を行うものである． 
 
 ２．九州と近代化産業遺産 
 
 藤木が知る限り，近代化産業遺産を活用した技

術哲学教育の改善というテーマに関して，先行研

究は皆無に等しい．先述の通り，技術哲学教育に

関する研究や実践報告そのものがほとんどなされ

ていない上に，技術哲学領域における近代化産業

遺産の位置づけおよびその活用法が，公的に議論

されたこともないからである．本節では，まず語

句の整理を行った上で，筑後地域および九州の産

業と近代化産業遺産について概略を述べることで，

久留米工業高等専門学校の「技術哲学」において，

近代化産業遺産研究の成果を導入する意義と利点

を明らかにする． 
 
２．１ 「近代化遺産」と「近代化産業遺産」7) 

 

 最初に，概念と語句の整理を行っておきたい．

文化庁ならびに全国近代化遺産活用連絡協議会は，

「近代化遺産」を「幕末から第 2次世界大戦期ま

での間に，近代的手法によって建設され，我が国

の近代化に貢献した産業・交通・土木に係る建造

物」と定義している 8) 9)．ただし実際の「近代化遺

産」には，地方村落での近代における行政建築，

学校建築，病院建築，教会建築，商店建築，民家

建築なども含まれている．また経済産業省は近代

化産業遺産認定制度を独自に発足させ，幕末から

昭和初期にかけての産業近代化の過程を物語る，

全国各地で今日まで継承されてきた建造物，機械，

文書などを指し，「近代化産業遺産」と総称してい

る．これまで，平成 19年度および 20年度に，そ

れぞれ 33件ずつ近代化産業遺産群を認定し，公表

している 10) 11)．「近代化遺産」は建造物のみを対

象にする一方で，「近代化産業遺産」は，建造物に

加え，機械や文書，時には大工道具や家具・食器

類なども対象にしている． 
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 文面からはこのような違いが読み取れるものの，

関係各所での運用は，非常に弾力的である．たと

えば，授業で補助的に使用した，「近代化遺産」を

題に冠する参考文献は，両者を慎重に区別しては

いない．『北九州の近代化遺産』においては，「近

代化遺産」は「近代化を担った各種の建造物・工

作物，そして施設に関係する設備・機械・備品な

どを含むもので，土木・交通・産業の三分野があ

る」とされ，文化庁ならびに全国近代化遺産活用

連絡協議会の「近代化遺産」と経済産業省の「近

代化産業遺産」の双方の考え方を継承している12)．

また『筑豊の近代化遺産』では，文化庁の説明を

採用しつつも，「近代化遺産といわれる無形文化遺

産」として「筑豊を舞台にした文学，詩歌，絵画，

音楽，銘菓，石炭産業を伝える地名等」を挙げて

いる 13)． 

 類似語句も多い．紙幅の都合上，一例を挙げる

に留めるが，『九州遺産』では，産業遺産，軍事遺

産，公共・生活遺産，商業遺産を包括する語句と

して「近現代遺産」を用いている 14)．複数の選定

基準が掲げられており，「原則として幕末から

1955(昭和 30)年までに建造・製作されたもの」，

「産業，交通運輸，軍事，政治，経済，教育，文

化，生活等の近代化に関わるか，寄与したもの」，

「竣工・製造当時の原型を現在も全体または部分

的にとどめるもの」，「意匠が美しいもの，時代背

景を物語るもの，関わった人びとの心情に触れる

ことができるもの」などが「近現代遺産」の対象

となっている．「政治，経済，教育，文化，生活等」

を掲げているという点では，「遺産」をより広範に

解釈していると言えるだろう．また産業遺産を「歴

史をつくってきた産業文明の仕事，それにかかわ

る人々の全人生」と定義することで，対象を人に

まで拡張する，加藤康子のような立場もある 15)． 

 このような状況は，日本特有のものではない．

たとえば英語圏では， ”industrial heritage”, 
“industrial ruins”, “industrial legacy”, 
“industrial inheritance”等の用語が使用されてい
る．こうした遺産の保存と活用を考える国際会議，

TICCIH (The International Committee for the 
Conservation of the Industrial Heritage, 国際産
業遺産保存会議) では，「ニジニータギル憲章」の
中で”Industrial Heritage”を次のように定義して
いる 16)． 
 「産業遺産は，歴史的，技術的，社会的，建築

学的，あるいは科学的価値のある産業文化の遺物

から成る．これらの遺物は建物，機械，工房，工

場及び製造所，炭坑及び処理精製場，倉庫や貯蔵

庫，エネルギーを製造し，伝達し，消費する場所，

輸送とその全てのインフラ，そして住宅，宗教礼

拝，教育など産業に関わる社会活動のために使用

される場所から成る．産業考古学は．産業工程を

目的とし，あるいはその結果作られた記録，人工

遺物，層序，建造物，人間の居住地，自然景観及

び都市景観など，有形，無形の全ての証拠を研究

する学際的方法である．それは過去と現在の産業

に関する理解を高めるために，最適な研究方法を

用いる．産業考古学が主に関心を寄せる歴史的時

代は，18世紀後半の産業革命の発祥時期から現在
にまで及び，又産業化以前及び産業化初期の起源

も研究する．さらに，技術史に含まれる作業及び

作業技術の研究にも及ぶ」17)． 
 上記の資料を参照する限りにおいて，現時点で

は，近代化遺産と近代化産業遺産，あるいはそれ

に類する諸概念は厳密に区別されているわけでは

ないように思われる．また，たとえ同じ語句を用

いているとしても，含まれる対象が異なる場合が

あることも伺える．この状況を鑑み，以降本稿で

は，技術哲学が焦点を当てる技術・産業の側面が

より明確に反映されているという理由から「近代

化産業遺産」で表記を統一するが，引用元に準じ

て「近代化遺産」を用いる場合もある．ただし，

こうした表記の違いは，両者が含む対象を特に区

別するものではない． 

 
２．２ 筑後地区の産業と近代化産業遺産 

 

 福岡県久留米市は古くから交通の要衝であり，

藩政期においては久留米藩との城下町として，明

治期になると筑後地域の政治・経済の中心都市と

して成長し，明治末からは軍都としての性格も帯

び，大正期から第 2次世界大戦後の高度経済成長

期にかけては，商工業都市として発展した 18) 19)．

近代以降は久留米絣の町からゴム産業の町として

発展した．また 1928(昭和 3)年の九州医学専門学

校(現 久留米大学医学部)の創立は，久留米が医療

の町となる契機となった．現在久留米は，全国ト

ップレベルの医師数と医療機関が集積した高度医

療都市でもあり，また福岡県内最大の農業生産都

市としての顔も持ち合わせている 20)． 

 多様な発展を遂げた久留米市と，久留米を中心

とする筑後地区は，近代化産業遺産の宝庫である．
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筑後地区には久留米の繊維・ゴム産業と大牟田の

三池炭鉱および石炭化学コンビナートという二つ

の拠点がある．しかしながら，筑後の近代化遺産

は決してそれだけではない． 

 筑後地区は，筑後川・矢部川そして有明海と耳

納連山という自然環境を擁した豊穣の地であり，

そこから多くの伝統産業がはぐくまれてきた．た

とえば，大川の家具・指物などの木工業，久留米

絣，八女地方の茶・和紙・仏壇・竹製品・漆器，

南筑後の全域にわたる櫨蝋(木蝋)，樟脳，花火，

豊穣な米・麦の栽培をもとにした酒や味噌醤油の

醸造，漆喰や瓦の製造，い草の栽培をもとにした

花ござ・畳表の製造，干潟の広がる有明海の海苔

栽培や漁労，漁具製造や木造船造船，広大な干拓

地とその農業土木，蔬菜(そさい)の栽培技術など，

枚挙に暇がない．そして，その多くは近代以降に

機械化されており，そのような意味合いにおいて，

それらは「近代化遺産」と考えられる．このこと

は，久留米・大牟田でも例外ではない． 

 久留米においては、近世期に誕生した久留米絣

等、在来地場の繊維産業が、近代に発展していく

過程で、繊維産業のひとつの足袋製造が地下足袋

製造を経てゴム化学産業を生んだ．大牟田におい

ては，近世期に瀬戸内海や有明海での製塩業の需

要に応える形で柳川藩および三池藩による石炭採

掘が実施されており，農機具や農業土木を転用し

た形での採掘や坑道開発が進んでいったであろう

と想像される．そのような前近代の技術的素地が

あったからこそ，明治初期から末期にかけての近

代ヨーロッパの採鉱技術や土木建築技術の導入が

スムースにできたのであろう．つまるところ，筑

後の近代化遺産は近代産業を受け入れる素地とし

ての伝統産業という背景が色濃く，その上に久留

米と大牟田の重工業が存在していることがその特

徴だと考えられる 18)． 

 筑後地区の産業と，それらの盛衰に伴って遺さ

れた近代化産業遺産が，本校周辺には多数点在し

ている．そしてその多くに，徒歩や自転車，公共

交通機関を用いて容易かつ気軽に訪れられること

は，特筆すべき利点であると言えよう．次節で述

べるように，この利点が技術哲学教育の方向性を

決定づけたのである． 

 
２．３ 福岡県と九州の近代化産業遺産 

 
 筑後地区以外にも，福岡を中心とした九州全域

において，近代化産業遺産が遺されている． 2015
年 7 月，「明治日本の産業革命遺産 製鉄・製鋼，
造船，石炭産業」の世界遺産登録決定の報に，九

州のみならず日本全体が湧いたことは，記憶に新

しい 21)．本遺産の構成資産の多くは，八幡製鐵所

(福岡県)，三池炭鉱(福岡県・熊本県)と三角西港(熊
本県)，高島炭坑・端島炭坑・長崎造船所(長崎県)，
三重津海軍所(佐賀県)，尚古集成館と関連施設(鹿
児島県)という形で九州においての幕末から明治
にかけての近代化を物語るものである． 
 しかし，世界遺産の構成資産でこそないが，歴

史的文化財としての価値という点ではいささかも

見劣りしない近代化産業遺産群もまた，多く保存

されている．前述の『九州遺産』においても，ま

た弦書房から刊行が続いている九州域内の「近代

化遺産」シリーズにおいても，多くの近代化産業

遺産が紹介されており，たとえば白水堰堤(えんて
い)(大分県竹田市，農業用水用ダム，国重要文化
財)，2016年 4月の熊本地震で損傷した南阿蘇鉄
道白川第一橋梁(熊本県南阿蘇村)，カザレー式ア
ンモニア合成塔(宮崎県延岡市)，曾木発電所(鹿児
島県大口市)，長崎や熊本の教会建築等の潜伏キリ
シタン遺産群，肥薩線の遺産群など，ここでは到

底列挙しきれないほどである． 
 もっとも，九州の近代化産業遺産は，各県に満

遍なく遍在しているわけではなく，特定の県や地

域に偏在している．産業考古学会刊行の『日本の

産業遺産 300 選』では，全体の一割にあたる 30
の遺産が九州から選定されており，さらにその内

の三分の一が福岡県所在である 22)．日本の産業の

近代化過程において基底的意義を担った石炭と鉄

という二大産業がいずれも福岡県に立地したから

である 23)．  
 久留米が九州における交通の要衝であることは

先に述べた．したがって，本校は筑後地区のみな

らず，福岡県下，九州域内の近代化産業遺産の全

てに対して，交通の利便性が確保されていると言

えるのである．近代化産業遺産が含む対象を，「政

治，経済，教育，文化，生活等」にまで拡大すれ

ば，本校周辺の遺産・事例の数は膨大なものとな

る．したがって，久留米高専における，技術史お

よび技術者倫理への展開を見据えた技術哲学を構

想した時，近代化産業遺産へのアプローチを取り

入れることは最早必然であった． 
 
 ３．「技術哲学」の改善と実践 
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３．１ 背景と経緯 

 
 本科 4・5年生の選択必修科目「技術哲学」は， 
平成 27 年度にシラバスおよび授業内容を大幅に
刷新した。平成 26 年度までの「技術哲学」は，
同分野における古典的文献の精読を行うなど，座

学中心の授業であった．従来の実施方法にも一定

の学習・教育効果は認められたものの，一方で同

分野に対する興味関心を喪失し，中途で脱落する

学生も少なくなかった．平成 26 年度までの授業
では，学生の関心やニーズを把握し切れておらず，

やや独りよがりな内容になってしまっていた感が

否めず，脱落者を多く出してしまった原因の一端

もおそらくその点にあると思われる． 
 この反省を活かし，平成 27 年度より，科学技
術や産業が関連する郷土史の調査・発表を主体と

したアクティブラーニング型の授業へと切り替え

を図った．文部科学省によると，アクティブラー

ニングとは「学修者の能動的な学修への参加を取

り入れた教授・学習法の総称」であり，その目的

は「学修者が能動的に学修することによって，認

知的，倫理的，社会能力，教養，知識，経験を含

めた汎用的能力の育成を図る」ことである．調査

学習やグループディスカッション，グループワー

ク等を中心とした双方向型授業への転換によって，

「学生の主体的な学修を促す質の高い」教育が可

能になると期待されている 24)．またアクティブラ

ーニングへの転換による成果ではないが，高等専

門学校における技術史教育の結果，勉学意欲の高

揚につながったという実例も報告されている 25)．

したがってこの定義に倣い，本実践では学習の主

体となる学生達にとって馴染みのある，あるいは

現実感を抱きやすい身近な事例を用い，さらにそ

の身近さを利用して，直接事例の現場を訪ねるこ

とで，学習意欲の維持向上または惹起に繋げ，種々

の汎用的能力の育成を図ろうと試みたのである． 
 同時に，技術哲学を中心にした技術史および技

術者倫理に関する包括的・総合的な知識の獲得が

できるよう，授業の構成を一から見直した．第 1
節で述べたように，近年，技術者倫理と技術史に

は，卒業時に最低限身につけておくべき知識・素

養・能力としての位置づけが与えられるようにな

ってきている．技術哲学者の村田純一は，「技術哲

学の根本的な課題」は「未知の未来を前にしなが

ら技術 / 社会の設計をどのようになすべきかと

いう課題」および「技術と倫理の関係をめぐる課

題」であると喝破している 3)．我々は，いかに未

知の未来に対峙するにせよ，既知の過去および現

在を基軸に予想を展開するほかない．したがって，

技術と社会の設計を行う上で，技術の歴史に関す

る知識は不可欠である．また技術と倫理の関係を

めぐる課題に真剣に取り組もうとするならば，技

術の担い手としての技術者と倫理の関係にも思索

をめぐらせる必要があろう．敷衍して言うならば，

技術哲学教育は，技術者倫理や技術史への展開が

期待できないものであってはならないのである．

また中辻武は，「技術史教育の主眼は，将来技術者

として最低限，発明・発見したものが現代文化で

成立するか，総合できるかを考えさせることにあ

る」と断じ，そのために「与えられた課題に対す

る効率や業績を上げることだけに没頭するのでは

なく，もっと文化的な広い心で現代文明の問題点

を見つけ出し，技術が如何にあれば人類の幸福に

貢献できるかを，技術の文化史的観点，異文化理

解の観点，環境工学的な観点，経済的な観点，工

学倫理的な観点，生命倫理的な観点，哲学と宗教，

総称して社会科学的な観点から考察できるように

なる教育が是非必要である」と述べている 26)． 
 さらに，オブザーバとして本校非常勤講師の永

吉守(地理担当：専門は文化人類学)に協力を依頼
することで，多様な観点からアクティブラーニン

グに取り組めるよう配慮した．永吉は「大牟田・

荒尾炭鉱のまちファンクラブ」という三池炭鉱の

近代化産業遺産を保存活用する NPO法人理事で、
『筑後の近代化遺産』の筆頭編著者を務めるなど，

九州，特に筑後地方を中心とした近代化産業遺産

の歴史に造詣が深い．技術哲学の専門家(藤木)と
産業遺産の保存活用運動の実践家(永吉)が協働す
るアクティブラーニング型授業は，筆者らが知り

うる限り前例がなく，高等専門学校のみならず高

等教育全体にとっても，極めて貴重な実践例にな

ると考えられる． 
 
３．２ 目的と到達目標 

 

 授業の目的は，基本的に平成 23年度から 26年

度までのものを踏襲するかたちをとっているが，

近代化産業遺産の調査・探訪を手段として用いる

ことを明記するように，変更した(図 1)． 

 



九州の近代化産業遺産を活用したアクティブラーニング型技術哲学の構築 

－ 技術史および技術者倫理への展開を目指して － 
- 12 -                                            第 32巻 

 

 

 学習到達目標は MCCの記述に準拠している．授

業を通じて獲得すべき具体的な知識・スキルを示

した，標準的な形式をとっている(図 2)． 

  

 
 

３．３ 授業のねらい 

 

 到達目標とは別に，シラバスには明示していな

いが，「学習意欲の維持向上，グループワーク・プ

レゼンテーションスキルの獲得，愛郷心・愛校心

を下敷きにした能動的学習態度の涵養」も，授業

のねらいとして設定した．到達目標に含めなかっ

た理由は，評価対象にすることを避けるためであ

る．到達目標は，設定すると同時に，達成度とい

う尺度をもって評価する義務が生じる27)．しかし，

技術哲学を受講した後に，学習意欲の向上が見ら

れなかったり，能動的学習態度が身につかなかっ

たりしたとしても，その責任は教員に帰せられる

べきであって，学生にではない．またグループワ

ークやプレゼンテーションスキルは，本授業の目

的にとって本来何ら関係の無いスキルである．し

たがって，評価対象にすることは適切ではない．

つまり，上記の「ねらい」は，測定の対象ではあ

るが，評価の対象ではないのである． 
 近代化産業遺産への探訪が，学習意欲の維持向

上や能動的学習態度の涵養に繋がるというアイデ

アは，「歴史を学ぶことによって専門的なことがら

に対する親近感と学習意欲が格段に高まり，理解

の深さもまるで違ってしまうのである」という，

機械技術者であり工学史家でもある三輪修三の言

葉から着想を得ている28)．根拠も示しておきたい．

藤木は，平成 24年度から26年度にかけて，技術
哲学の授業の一環として，「福岡県下の近代化産業

遺産ツアー」注 2) を計画・実施してきた．各ツア
ー終了後，自由記述式の任意のアンケートをとっ

たところ，参加前は懐疑的に捉えていたが，参加

後は参加して良かったと感じる，とする回答が多

く見られた．また勉強会の開催を提案したり，自

主的な産業遺産巡検に意欲を見せたりするような，

積極的な回答も散見された．近代化産業遺産への

探訪が，学習意欲の維持向上や能動的学習態度の

涵養に繋がるという藤木の主張は，こうした一連

のアンケート結果に依拠している．特に印象的な

回答を抜粋し，以下に転載する． 
 

z 予想以上に楽しかったです．地元の遺産は地元
民として知っておくべきだと思います．[中略]

公共交通機関を使っての移動はとても良かっ

たと思います．皆で話しながら歩けますし，遺

産の地理的感覚も身につきます．事前に参加希

望者だけ任意で行き先の勉強会的なのを開い

てみても理解が深まり，よりツアーを楽しむポ

イントが増えるのではないかと思います．  

z 正直なところ，当初は近代化遺産や産業遺産に
さほど興味を持っていたわけではありません

でした．しかしながら，今回のツアーでいろい

ろなところを見学して，歴史の奥深さや建造物

の美しさなど，非常に沢山の発見があり，楽し

かったです．[中略]今後の授業でも是非，ツア

ーを継続していただきたいと思います．また，

今回のツアーの実績から学校の支援を受けて，

より大規模なツアーを敢行することができる

ようになることを祈っております． 

z 自分では中々行こうと思わないようなところ
ばかりで，ツアーに行く前は本当に面白いのか

半信半疑でしたが，実際にまわってみるととて

もおもしろかったです．自分の家の周りにも産

業遺産がないか探してみたくなりました！ 

 

３．３ 授業の進め方 

 
 授業は，事前学習，調査内容の発表および事後

学習の三部構成である(図 3)．事前学習のパートで

技術哲学分野における古典的文献の精読や，特に九州

を中心とした近代化・産業遺産の調査・探訪を通じて，

「技術とはなにか」という問いに対する先哲の思索の

足跡を追い，最終的に「技術」という人間活動の特徴

を理解することを目指す． 

図１ 授業の目的 

1. 技術の哲学が，他の学問分野と極めて密接に結びつ
いた学問分野であることを理解する． 

2. 久留米を中心とした九州全域において，近代化産業
遺産が点在していることを，その歴史的背景まで含

め理解できる． 
3. 社会における技術と技術者の役割について，独力で
考察を行うことができる． 

図 2 到達目標 
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は，初回のガイダンスを除き，講義形式をとる．

二回目の授業では，村田純一の『技術の哲学』の

序章をもとに，技術が哲学および倫理学の根本問

題となることを確認する．三回目と四回目の授業

では，藤木と永吉が共同で，久留米を中心とした

筑後地区および九州の産業と近代化産業遺産につ

いて，具体例を交えながら講義を行う．発表テー

マの「種」となる話題を提供することを目的とし

ているため，ここでは詳細な解説は行わない． 
 講義と並行して，近代化産業遺産の調査・発表

に向けた準備を進める．三回目の授業の後半には，

班編制表を作成し，各班のテーマを決定させる(図
4)．受講者は原則 2〜5名のグループを編成し，自
班の発表までに，九州内の広義の近代化産業遺産

について調査する．四回目の後半には，発表に備

えたプロット制作を行わせる．なお受講者全員に，

発表時点までの近代化産業遺産の現地調査を義務

づけている．近隣の主立った近代化産業遺産につ

いては，Google社のMy mapサービスを用いて
作成・公開している「久留米高専 環境倫理学・技
術史マップ」に，関連する情報とともに記録して

おり，受講者にはテーマ設定および調査時の参考

資料として提示している (図 5) 
 

 

 

 
 
 五回目から十二回目は，調査内容の発表に割り

当てている．各班は，発表の二日前までに資料の

作成を完了させ，藤木による事前チェックを受け

る．当日は，受講者全体の前で発表を行い，発表

終了後，発表と質疑の内容をもとに全員でディス

カッションを行う．藤木と永吉はファシリテータ

として参加し，ディスカッションの進行役に徹し

た．平成 27年度は受講者総数 36名，全 9班体制
で調査・発表に臨んだ． 
 事後学習として，ディスカッションを主体とし

た講義を実施した．十三回目の授業では，これま

でになされた発表を振り返り，技術には光と影の

両側面があることを，あらためて確認した．十四

回目では，技術の影の部分に着目し，技術が倫理

的な問題を引き起こす，あるいは引き起こしてき

たことがあるかどうかをこれまでの近代化産業遺

産の調査内容とともに再検討し，またそれを踏ま

えた上で，技術の専門家としての技術者は倫理的

であるべきかどうかという点について，考察を加

えた．最終回では，最先端技術が，倫理的・法的

図 4 各班がたてたテーマ 

・ なぜ福岡といえば豚骨ラーメンなのか 

・ 第二次世界大戦下とその後の久留米 

・ 井上伝と久留米絣 

・ 三井三池炭鉱が大牟田市に与えた影響 

・ 大刀洗陸軍飛行場の歴史 

・ ブリヂストンと久留米の発展 

・ 名菓「ひよ子」が製菓産業に与えた影響 

・ 九州のお茶 

・ シュガーロードにおける菓子文化の違いについて 

・ 筑後川の治水と利水 

(デ・レイケ導流堤と筑後川昇開橋) 

図 3 授業の進め方 

事前学習 

1. ガイダンス 
2. 導入：なぜ，現在，技術は哲学の根本問題となるの
だろうか？ 

3. 講義：近代化産業遺産と久留米 
4. 講義：技術史・産業史から見た久留米 
 
調査内容の発表 

5. 担当者による発表 (1) 
    〜 

12. 担当者による発表 (8) 
 
事後学習 

13. 講義・ディスカッション：技術の光と影 
14. 講義・ディスカッション：技術は倫理の問題となる
か？また技術者は倫理的であるべきか？ 

15. まとめ：技術者は技術にどう向き合えばよいのか？ 

図 5 久留米高専 環境倫理学・技術史マップ 
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側面からの十分な検討が尽くされる前に，社会に

投じられているという現状を紹介し，技術者は今

後技術にどう向き合えばよいのかを考え，また授

業終了後も考え続けるよう促した． 
 

４．学習・教育効果 

 
 授業終了後アンケートをもとに，学習・教育効

果について考察する．アンケートは無記名式で，

4もしくは 5択式の設問を 9つ設定し，最後に自
由記述形式のコメント欄を設けた(図 6)注 3)．設問

の多くは，本稿「3.3 授業のねらい」で述べた，
「学習意欲の維持向上，グループワーク・プレゼ

ンテーションスキルの獲得，愛郷心・愛校心を下

敷きにした能動的学習態度の涵養」に関わるもの

である．興味，理解，関心，愛郷心・愛校心，学

習意欲，発表スキルの全ての面において，良好な

反応が返ってきている(図 7)． 
 設問1では，「大変興味を持って臨めた」が48%，
「どちらかといえば興味を持って臨めた」が52%
となっている．アンケートへの回答者全員が，興 

味を持って本授業に臨めたことがわかる． 
 設問 2では，久留米，或いは九州という土地
に関する理解が「大きく深まった」のが 22%，「深
まった」のが 78%を占めており，回答者全員の理
解が深まっていることが明らかになった． 
 設問 3では，久留米，或いは九州という土地に
関する関心が高まったかどうかを尋ねている．「特

に変化していない(全く高まらなかった)」と回答
した者は一名もおらず，程度の差こそあれ，全員

の関心が高まったことがわかった． 
 
 

 図 7 アンケート回答結果 (n = 27) 

図 6 平成27年度後期本科 4・5年選択必修「技術哲学」 授業終了後アンケート 
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 設問 4から 6は，受講前後で郷土愛・愛校心に
変化があったかどうかを尋ねている．初期値 0か
ら変化していないとする回答者が数名見られるも

のの，愛郷心・愛校心ともに「深まった」「芽生え

た」とする回答がほとんどであった．また「久留

米高専で学べて良かったと思うし，それにはこの

授業を受けたことが少なからず関係している」と

の回答が全体の 67%を占めているという点は，強
調しておきたい． 
 設問7は，学習意欲の変化を尋ねる問いである．
「特に変化していない」が48%と，全体のおよそ
半数を占めている．授業実践の効果を否定するも

のではないが，改善の余地を示すものではある．

残りの 52%は，「大きく高まった」あるいは「高
まった」との回答をしている．学習意欲が減退し

た者はいなかった． 
 設問 8は，アクティブラーニングによるグルー
プでの事例調査・発表の活動が，スキルの向上に

繋がったか否かを問う項目である．およそ 9割が
大なり小なり「役に立った」と回答している．一

方で，1割にあたる 3名が，「あまり役に立たなか
った」と答えている．筆者(藤木)は，グループで
の事例調査・発表の活動を，以前に経験している

かどうかが，回答に大きく影響しているものと推

測する．たとえば，生物応用化学科の学生は，3
年次必修科目として開設されている「工業倫理」

において，一連の調査発表を経験している．筆者

(藤木)も平成 23年度から 27年度まで，共同開講
のかたちで参加したが，受講者はわずか半年のグ

ループでの事例調査・発表を経て，スキルを大き

く向上させた．こうした差異が，学科毎に存在す

る可能性が大いにある．平成 28 年度以降は，学
科毎・受講生毎に各種スキルの習熟度が異なる点

に配慮し，なんらかの支援をしていきたい． 
 設問 9 は，「技術哲学」の受講生による総合評
価である．全受講者 27 名が，受講して良かった
と回答している．「事前に思っていたよりは良かっ

た」が全体の約 6割に及んでいる．また 4割近く
が「来年度も参加したいと思えるほど良かった」

と回答しており，若干名は実際に平成 28 年度の
授業にも出席している． 
 自由記述欄にも，複数の回答があった．抜粋し

て，以下に記す． 
 
z 事例調査やスライドの作成など，卒業後も役に
立つことを学ぶこともできたし、久留米の土地

に関する出来事を多少知ることができて良か

った． 
z 自分が知らなかった地元での歴史等学ぶこと
ができてよかった．なのでもっとやってほしい

と思った． 
z 久留米や他地域について理解も深まったし，も
っと知りたいと思った．学科によってパワーポ

イントや発表の慣れや完成度にだいぶ差があ

ったように思った．その点は，発表前に指導す

るのもありだと思う． 
z 調査前はどんな方向性でまとめるかわからず，
不安だったが，調べてみると久留米の地形や昔

の人々の考えがその産業の発展に深く関わっ

ていたことがわかって興味深かった． 
z 他のクラス，学科の人とグループを組めたこと
が新鮮でよかった．後輩にもぜひ違う学科の人

とグループを組んで欲しい． 
z 有意義で楽しい時間でした．この授業を受けて
本当に良かったです． 

 

５．課題と展望 

 
 本実践は，アクティブラーニングを通じた，技

術哲学を中心にした技術史および技術者倫理に関

する包括的・総合的な知識の獲得に加え，学習意

欲の維持向上，グループワーク・プレゼンテーシ

ョンスキルの獲得，愛郷心・愛校心を下敷きにし

た能動的学習態度の涵養を「ねらい」としてきた．

授業終了後アンケートの結果を見る限り，当初の

ねらいは比較的高い水準で達成されたように思わ

れる． 
 一方で，本実践には課題も残されている。二点

挙げておきたい．まず，教育内容の問題がある．

本稿で紹介してきた取り組みは，いわゆる正統な

「技術哲学」ではない．技術哲学の歴史を学ぶ上

で決して欠かすことのできない，カッシーラーや

ハイデガーの名は，第二回の授業で辛うじて登場

する程度である．現代の技術哲学の思想的基盤を

作り上げた，アイディ，ウィナー，フィーンバー

グ，ミッチャム，フェルベークといった研究者の

名も，その理論も，満足に紹介できていない．西

田幾多郎，三木清，戸坂潤らに代表される京都学

派の考え方にも，十分には触れられていない．講

義やディスカッションの際に，意識的にそうした

情報を挿入するよう努めてはいるが，残念ながら，
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体系的・通史的な知識として定着させるまでには

至っていない．端的に言えば，技術の歴史を取り

入れた引き替えに，技術哲学の歴史については，

やや疎かにせざるをえなかったのである．平成28
年度以降は，こうした技術哲学の歴史を，いかに

自然なかたちでアクティブラーニングのプロセス

に統合していくかが課題となる． 
 次に，教育手法の問題がある．先述の通り，本

実践では，受講者全員に，発表時点までの近代化

産業遺産の現地調査を義務づけている．この条件

が，図らずも視点を筑後地区のみに固定する役割

を果たしてしまったのである．その結果，筑後地

区以外の近代化産業遺産に目を向けたり，それら

を比較しようとしたりするきっかけを，間接的に

奪ってしまったと言えるだろう．さりとて現地調

査を伴わない，机上の作業のみで組み立てられた

発表と，それに基づくディスカッションに，果た

して何の意味があるだろうか．そのような発表を

認めることは，発表者にとっても聴衆にとっても

不幸である．今後は，「広く浅く」と「狭く深く」

のトレードオフを意識しながら，現地調査を伴い

つつも，他地域の近代化産業遺産にまで自然に視

野を広げられるような授業展開を行っていきたい．

筆者らは，近隣に点在する近代化産業遺産を，単

なる点ではなく，近代化産業遺産群の構成資産の

ひとつとして捉え直すような視点を付与すること

で，こうした授業展開が可能になると考えている．

平成 28 年度以降は，事前学習時にこうした視点
を強調することで，対応を図っていく． 
 

６．結語 

 
 本稿は，平成 27年度後期に 4・5年選択科目と
して開講された「技術哲学」において，筆者らが

試行した先進的・実践的取り組みについて報告を

行ってきた．本報告はあくまで一実践例であり，

汎用性と普遍性を兼ね備えた教育方法論ではない．

しかし，そもそも教育方法論を構築するための実

践報告すら不足しているという現状を忘れてはな

らない．例えば，近代化産業遺産を活用した技術

哲学教育の改善というテーマに関して，先行研究

は皆無に等しい．同様に，技術史教育的アプロー

チを技術者倫理教育とリンクさせるための方法論

については，いくつかの論考が認められるものの
29) 30)，未だ十分な議論が尽くされていない．本報

告が，こうした現状を少しでも改善するための一

助になれば，幸いである． 
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